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漏斗胸形成術,思春期患者,術後の精神発達

は じ め に

党をこ筆者らは,漏斗胸形成術を施行された53症例につ

いて,手術前の性格特性と手術後の精神的側面の変化を

yG性格検査を周いて調査 した結果を報告 した7),報告

の要点は,年齢が若いほど,また漏斗胸の胸部変形程度

が軽いほど,漏斗胸形成術の施行によって,精神的には

より望ましい変化が期待できる軌 術後成績が悪い症例

では内向性が強まる傾向が認められるというものであっ

た,

しかし先の報告は患者群に限った調査であり,また患

者をとりまく精神生活全般を考えた場合をこぼ,VG 性格

検査に示された変化をそのまま手術単独の影響としては

とらえきれないという限界を有 していた.

特をこ思春期にさしかかる年齢段階にあってぼチ身体的

発達はもとより,精神発達においても変化に富む時期で

あることが想定される.

そこで,先の報告の車で手術時年齢が思春期に相当す

る13歳の男子患者の YG性格検査の変化と,正常対照

群として年齢が等 しい時期にあたる公立中学校の健常な

男子中学生の YG 性格検査の変化を比較,検討 し,忠

春期の精神発達に伴う変化を排除 したうえで,患者群の

精神的側面に漏斗胸形成術が単独で及ぼした影響を抽出

することを試みたので報告する.

対 象 と 方 法

1. 対 象

対象は,先の筆者らの報告7)の中で手術時年齢が13

歳であった男子患者6名 (愚老群)ど,新潟市の市街地

に位置するA公立中学校の普通学級をこ1993年に入学 し

た患者群と同年齢の健常な男子生徒 129名 (対照群)管

ある.

なお,患者群6名のうち,2名が術前の胸部変形程度

が3度の高度変形例, 1名が術後胸部陥凹がやや再発し

た成績不良例であった.

2.方 法

患者群に,手術前 日3歳時上 手術後6カ乱 手術後

1年6カ月の合計 3回 YG性格検査を実施 し,男子中

学生の患者の性格特性と精神的側面の変化を調査 した,

対照群には,中学 1年生の9月 (13歳時)に1回目,6

カ月後 日 学年の終了時)に2回臥 1年6カ月後 (2

学年の終了時)に3回田の YG性格検査を施行 し,健

常な男子中学生が示す性格特性とその継時的変化につい

て調査した.

YG性格検査では,120の質問に対する3件法による

解答から,性格特徴項目が点数化され,それらの得点に

従って性格類型が分顕される8)が,調査 される12の項

目と,分醸される5つの性格類型は,先の報告と同様で

ある (嚢 l).

愚老群と対照群の1回目, 2回目,3回目の YG性

格検査のそれぞれの結果における12の性格特徴項目の平

均得点と判定塾の分布割合について比較,分析 した.ま

た,患者群と対照群の変化の相連を比較,検討 し,患者

群の稗神的側面をこ漏斗胸形成術が単独で及ぼした影響に

ついて考察 した,統計学的解析をこぼ, t検定を用いた.

結 果

1. 継時的な患者群と対照群の比較

1) ま2の性格特徴項田 (嚢 2)

患者群と対照群の12項目の平均得点を比較すると, 1

回臥 2回目の ｢抑うつ性｣で,患者群が有意に低い傾

向を示 した.3回目では12項目のどの項目でも有意差は

なかった.

平均得点のプロブイ-ルをながめると, 1回目では患

者群の得点が ｢社会的外向｣と ｢主観的｣で対照群の得

点よりも高い他は,残 りの項目のすべてで低い値を示 し

た (図 Il.2回目では患者群の得点が対照群の得点よ

りも ｢思考的外向｣と ｢社会的外向｣で商いが,他の項

目ではすべて対照群の得点より低かった (図 2).3回

目をこなると,患者群の各項目ごとの得点は対照群に接近
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表 l YC,性格棟かり性格特徴項 目上性格類型

(調査 される12の項目)

1.抑 うつ性

2.気分の変化

3.劣等感

･･1.神経質

5.非客観性

(～.非協調性

丁.攻撃性

8.活動性

9.L7うんきさ

1(1.思考的外向

ll.支配性

12).社会的外向

*各項 EMヱ20点満点

*抽象を標準点としてあり高

得点ほどその傾向が強まる

く分探 される5つの性格額型〉

1.A現 しA型 ･Al型 ･A''型)

2 ,B棟 摘 型 やB'型 ･AB 型)

3.(l頓 ((∴型 ･(.ー'型 ･̂ C 型1)

･1.D項 目)型 ･r)'型 ･:･11)型1

5.tI.取 (F.型 ･lr型 ･AfT.型l

A叛 :平均型 ;平均的

B額 :暴発型 ;情緒不安定 ･外向 ･不適応

C額 :鍛静型 ;情緒安定 ･l知司 ･適応

D額 :管理音型 ;情緒安定 ･外向 ･適応

E頬 :変 人型 こ情緒不安定 ･｢加Elj･不適応

東 芝 患者群と対照群の12項目の平均得点

項 目 1 回 臼 2 回 目 3 回 日慮老群 対照群 患者群 対照群 愚者群 対照群
(m-郎 (m-129) (m-6) (n-129) (n-6) (n-129)

抑 うつ性 4.7 8B.嶺 十3 8.,3 8.2 凱2

気分-の変化 凱0 + 9,3 6.8 十 8.8 10.5 8.6

劣等感 6.8 9.2 6書2 凱3 6.8 8.7

神経質 7.O 9.2 6,0 9.1 8,5 9.0

非客観性 9.3 8.早 6.3 8,1 8.8 7.8

非協調性 7.0 9.1 7.7 9.9 7.2 9.4

攻撃性 8.7 9.5 9.0 9.8 10.F lo.2

活動性 9,0 10.0 9.3 10.6 ll,5 10.6

Oんきき 1臥2 12.2 9.3 11.7 +ll.3 11.2

思考的外向 9.8 10.7 13.2 10.8 9.0 10.5

支配性 9.2 9.5 9.7 10.2 tL8 1〔し4

する傾向を示 し,両群のプロブイ…ルが似通っていた (図

3g∴

2) 性格採型の分布割合

且回 目の性格類型の分布割合では,患者群,対照群 と

もに平均型のA類が最 も多く.,竜､者群では50%.対照群

では 53.5%の割合をしめていた.患者評では内向傾向

を有する鋲静型のC項が 33.3%.同 じく内向傾向を有

+:pく0.1

する変人塾のE額が 16.7% と挽 き,外向傾向を有する

暴発塾のB額や管理者塾のD莱鍔は示 されなかった.対照

群では 2番 目に高い割合を示 したのが外向傾向を有する

D額であり,E額,C類,B輝の順に続いていた く図4).

2回 目の性格採型の分布割合では,患者群で,A額,

C額,D額がそれぞれ 33.3%の同率 とな り,外向傾向

を有する管理者型のD額の増加が目立った.対照群では,
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図 4 性格煩型(71分布割合 :1回Fl(手術前1

t . .
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図 5 性格頓型LT)分布割合 :2回目 し手術後6カf~い

A類.C鼠 1-)頓,I3頓.E甑 の.Iir削こ分布割合が高く,

内向悌向を有する鏡静塾のC輝が増加 し C輝がD餅を

上回った (図 5).

3回目の性格察塑の分布割合では,患者群で,A鰐が

33.3%で最も多かったが,B艶 C観 D艶 E類が16.7

%の同率に変化 し,示される性格類型が多様化 した.対

照群では,A額,C額,D類,B額,E類,の燭に分布

割合が高 く,2回目と同様の順で変化はなかった.3回

目では,患者群にB環 (暴発塾)が出現 し,対照群と額

出した分布割合とな-1た (図 6).

2.患者群と対照群の変化の相違

招 性格特数項目の平均得点の変化 (表 3)

患者帝と対照群の12項目の平均得点の変化をみると,

愚老群では,手術前 (1回目)と手術後6カ月 律 回目)

の間で ｢思考的外向｣が有意に増加する傾向が認められ,

手術後6カ月 (2回目)と手術後 1年 6カ月 (3回鋸

の間では ｢思考的外向｣が有意に低下する傾向が認めら

れた. しかし ｢思考的外向｣の手術後 1年 6カ月 (3
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AtリP8 BtリPO CtリPO Dtl･PO Etl-PO

･:･:空工･了 t:L等をj.:/,.T

図 6 性格蛾~町 ')分布割 合 :二日り=_IL手術後 1午('十日~日

豪 3 患者群と対照群の且2項 目の平均得点の変化

竣47

項 目 患 者 群 (m-6) 対 照 群 (n-129)
1S卜2md 量 2md-3rd 貞 lst-3rd lSt-3Hd 2日d-3rd lst-3rd

抑うつ性 i.T L1.3 4.3 8.2 嶺.7 8.2 8.嶺 凱3 8.3 8.2 8.4 8.2

幾分の変化 8.0 6.8 6.8 1し).5 8.0 10.5 凱3 凱8 8.8 8.6 9.3 8.6

劣等感 6.8 6卓2 6.2 6.8 6.8 6.8 9.2 凱3 凱3 凱7 9.2 8.7

神経督 ∴0 6.0 6.0 8.5 7.0 凱5 9.2 9.1 9,1 9.0 9.ご 9.0

非客観性 9.3 6.3 6,3 凱8 9.3 8.8 8.8 凱1 凱1 7.良 8.8 7中8｣ _｣

非協調性 7.O T.7 I .T T.LI ∴0 7,2 9.1 9.9 9.9 9.逮 9∴Ⅰ十 9.1

攻撃性 8.7 9.0 9.0 10.7 8.7 10.7 9.5 9.8 9.8 10.2 9.ラ lo.2

活動性 9.0 9.3 9.3 11.5 9.0 11.5 10.0 10,6 10.6 10.6 10.P lo.tS

のんきさ 10,2 9.3 9.3 H.3 10.2 11.3 l二才.2 11.I ll.I ll.コ 12.2 m,2Lllll｣

思考的外向 9.8 13.2L∴ 13.2 9.0 9.8 凱0Llllll_｣ lい言 10.8 1〔).8 1(一､5 10.7* 1(一.5

支配性 9.2+ 9.7 9.7+ 8.8 凱2 凱8 9.5 10.3 10.3 1日. 9.5 川,LlllJ

回目)の数値はき結局手術前 日 回目)の数値よりも低

くなっていた｡他の項目では予有意な変化は示されなかっ

た.患者群では,手術前から手術後 6九月の間に ｢思考

的外向｣(太ぎっはな物の見方)が強まるが,その後 さ

らに 1年を経る間に,手術前の状腰に戻るのが特徴であっ

た.

+:ll<0.i.*:p<0.0{)

目の間では,｢のんきさ｣で有意な低下が認められ,｢非

客観性｣は有意をこ低下する傾向を示し,｢支配性｣と ｢社

会的外向｣は存意に増加する傾向を示t_た.対照群で(丁)

i回目から3回目にいたる1年半の時期はヲ｢のんきさ｣

や ｢非客観性｣が低下 して,｢支配性｣や ｢社会的外向｣

が高まる時期であることが示された.

が 性格額塾の変化 (養 射

患者群 摘 都 での変化の割合をみると,手術前 日
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表 4 患者群と対照群の性格榎塾の変化の割合

判 定 型 1回日- 2回目 2回日- 3回目 1回目-3回目患者群 対照群 患者群 対照群 患者群 対照群
(n-6) (n-129) (m-6) (m-129) (n-6) (n==129)

変化あり /4(66.7) 64摘凱6) 速く66.7) 63(48.那 2(33.3) 62(覗.1)

A--～-+C (1) A----&薫 く9) A-ヰB くl) A-RTやC く8) A--B く1) A-ヰB く8)

A--D (1) AやC く13) A→E く1) C-A く9) C-サD (1) A- サC (10)

C-斗D (1) A-D (9) C一斗A くi) AやB (7) A-サD く10)

E-A く1) A巾E (6)級 (27) D-A (1) BやA く8)飽 く31) A--E く6)髄 (28)

変化なし 2(33.3) 6 5 ( 5 0 . 辛 2(33.3) 66(51.2) 4(66.7) 67(51や9)

A-->A く1) A-すA く3 2 ) C-→C く1) AWi>A く24) A-ケA く2) A->A く36)

C やC (1) B-ヰB (7) D--+D く1) BJB く8) C-C くi) B-B く嶺)

C-C (8)D,--すD (10)E-E く8) CやC (12)D-少D (15)E-ヰE く7) E-すE (1) C一十C く8)D-D (13)E--E く6)

回Fい と手術後6カ月 (2回HILT)問では∠1名 (66.7901

に変化が示さJ･7Lた.性格校型LJ)変化の内容は,^ >C､

変化を示 さなかった2名はAJA,C一-Cであった,手

術後 6カ月 (2回目)と手術後 1年 6カ月 (3回 目)

の問でも変化を示 した者が4名 (66.7%)で変化の割

合が高かった中性格額塾の変化の内容は,A-a,Aや

E,C--･A.D.-.+Aで,A類かr-'の変化とA頬への変化

であった.変化を示さなかった2名はCやC,D一寸Dで

あった.手術前 (1回目)と手術後 1年6カ月 (3回目)

の間を比較すると,変化を示 したのは 2名 (33.3%)

有する額に変化 していた.手術前から手術後 1年6カ月

の問に変化を示さなかった複名はA--A2名,C･-C,

E-Eでありきこのうちの3名 (50%)は手術後6カ月

LI')時点で他の煩-〔丁)変化を示 していたが.最終的i･二は手

術前の性格額型に戻る懐向が認められた.

対照群 (129名)での性格額塾の変化の割合をみると,

1回日と2回目の間では6ノ･1名 し49.60/0)上 半数近 く

の藩をこ変化が認められた.性格輯塾の変化の内容は,A

上場 が9名,A--Cが13名,A-Dが9名,A-ケEが6

名などで,A餅からの変化がほぼ半数であった.変化を

名.D-DIO名,E-E8名であった. 1回目〔T)性格額

型の分布では.A頓69名,B額9乳 C頓13名,D頬21

名,E類17名であったので.B棟が最も変化 Lにくかっ

( 1-00~

た. 2回 目と二日司臼の間では63名 ト18.80｡1に変化が

認められ この間においても半数近 くの著が性格額型の

変化を示 した.性格類型の変化の内容は,A--C8名,

C一斗A9名,A･--->B7名,BW>A8名などであり,A額

とC額の入 り替わりが多かった,変化を示さなかった者

はA一-A24私 B-BS名,C-Ci2名,D-Dま5名,

E-サE7名であった. 1回目と3回目の間を比較 しても

やはり半数近 くの62名 摘凱1%)に変化が認められた.

性格輝型の変化の内容は,A--B8名,A-ヰCIO名,A

た.変化を示 さなかった者はA-ヰA36名,B-B複軌

C-C8名,D-D13名,E-E6名であった.このう

ち,途中の2回目で額塾の変化を示 した後に,最終的に

1回目と同 じ額型に戻った着は25名 (19.4%)で,患

者群よりも戻 る比率は低かった.

考 察

1. 継時的な患者群と対照群の比較

12の性格特徴項 目の平均得点の比較では,l回目と2

回目において,患者群の ｢抑 うつ性｣が対照群よりも低

いことが特記 され 患者群の方がむしろ手術前と手術後

6カ月では情緒的iこは安定 していた.

この結果は患者群の生来からの人格特性が反映された

部分も大きいのだろうが,思春期の漏斗胸患者が必ず し

も抑 うつ的であるとは限らず,漏斗胸であることが抑 う

つ性の形成にはつながらないことを示す轄黒であった.



しかし‥艶者群の ｢瀦‡うつ性｣の得点は2図日以降の 1

年間で上昇 し,3回目では対照群と全く同じ値となった

ことから, 1回臥 2回目での患者群の ｢抑うつ性｣の

低さは,漏斗胸であったことや手術を受けたことと無関

係ではないだろう.患者群には,手術後6カ月までは抑

うつ感を意識 しない心理塵制が働いていた可能性も考え

られる.これは,愚老が手術をこよって形態異常を除かれ

｢通常人｣となると,現窯の荒波に特別の保護なしに直

面する周意ができていないので,不安や自信喪失を感じ,

かえって抑 うつ反応などの症状を示すことがある,とす

る福島の指摘2)に閑適する変化であると思われ この

過程を経て,対照群と同程度の ｢抑うつ｣を認知するに

いたるのではないだろうか,

Wengleは,形成外科手術に関する心理学的儒域でも

患者群と対照群の比較研究が必要であること9)を強調

している.手術前の患者群と対照群の性格特性を比較 し

た研究では,鼻形成術において,Hayが多種額の人格

検査を用いて調査 した結果,愚老群に有意に高い精神病

理学的症族が認められたと報告しているi)が,Wrightら

が MMPIを用いた研究では両群に精神病理学的な所見

を認めなかったと報告 しiO),相反 した結果が示されて

いる.また,鼻形成術を希望する患者では,外傷が原因

である患者の方が,外傷のない患者に比べて精神的には

より健全であるとの指摘もある隼

村上は,顔面務形をもつ5歳から15歳までの患者と健

常対照群の性格傾向を比較 した研究で,先天奇形群では

健常対照群に比 し神経症的傾向が強(.特に先天奇形群

の男子に ｢自制力の欠如｣と ｢顕示性の高さ｣が認めら

れたと報告 している5)那,筆者らの思春期男子の漏斗

胸患者闘 ま上記傾向の高さは認められなかった.漏斗胸

患者の場合には,形態異常が常をこ外界にさらされる膜面

奇形の場合とは異なり,通常は着衣によって保護され直

接的には外界にさらされをこくいという条件を有するが,

本研究の漏斗胸患者群の,手術に前後した ｢抑うつ｣に

関する変化は朝 まり注目される現象であろう.

YG 性格検査プロブイ-ルを比較すると, 1回田 (辛

術前)では愚老群が対照群よりも全般的に低得点であっ

た中で,｢主観的｣と ｢社会的外向｣が対照群の得点よ

りも高く示され,全体的なバラソスからみると,患者群

がやや不自然な形で積極性を持とうとする様子が窺われ

た. しかし,患者群のこの傾｢妬ま2回円 (手術後6カ月1

で変化し,対照群のプロブイ--ルに大きな変化が見られ

ないのをこ対 し,患者群では ｢主観性｣が後過 し,｢思考

的外向 1が増加した.患者群は手術を受けたことによL),

Ll･.19

客観性が増 し,くよくよしない思考態度が強まったとい

えよう.そLて3回目をこなると,患者群と対照群のプロ

フィールはほとんど差がなくなり,似通ったパタ-ソと

なった.

患者6名のうち2名は術前の胸部高度変形例, 1名は

術後成績不良例であったが,患者群は手術を受けたこと

により,正常な精神発達と同等のプロブイ-ルに接近 し

たといえる.

性格板塾の分布割合を比較すると, 1回目では患者群,

対照群ともにA額が半数であるのは同様であったが,患

者群は髄をこ内向傾向を有するC額とE疾 しか示さず,輿

向傾向を有するB額とD燦に液当する著はいなかった.

対照群では他にD掬,E甑,C額,B額の順をこ分布割合

が商かったことから,手術前までの患者群では,平均型

から内向型寄 りの性格形成をとげている様子が示唆され

ら.2回目では,対照群でやはりA額が最も多かったが,

群では変人型の監察を示す者がいなくなり,管理者型の

D餅を示す者が出現 して,性格額塾の分布割合の様相をこ

ぼかなり大きな変化がみられた.対照群ではD額が減少

しているこの時期に,患者群では手術後 6カ月の間に内

向傾向が修正されて外向傾向を持つ管理者型のD甑に移

行する者がみられたことは,やはり手術を受けたことの

プラスの作周と考えてよいであろう. 3回目になると,

対照群と患者群の性格類型の分布割合は非常に餅似 して

きて,患者群でも5額塾すべてに該当者がみられた.こ

の時期は,手術を受けて 1年6九月を経過 し,精神的に

も落ち着いてきた時期であると考えられ その結果とし

て,対照群の性格堺塾の分布割合と額似 してきたのであ

ろう,

Knorrらが ｢青年では成人よりも容易に身体像の変

化が認知的に統合されやす く,手術後の情緒的混乱や同

-性危機 もより少なく軽いJと指摘 した傾向3)那,響

者らの思春期の漏斗胸患者でも示されているようをこ思わ

れる.

2.患者群と対照群の変化の相違

12の性格特徴項目の変化をみると,患者群では ｢思考

的外向｣(大ぎっばでくよくよしない物の見方)が手術

前と手術後6カ月の間をこ上昇し,次に手術後6カ月と手

術後 1年6カ月の問に下降して最終的をこぼ手術前の数値

よりも低 くなるという動きがみられた.対照群では ｢思

考的外向｣に関するこのような変化は認められず,数値

は3回を通 してほぼ一定 していた.患者群におけるこの

変化は,手術後をこいったん,物事にとらわれてくよくよ
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考える傾向が消失するが,その後 且隼の問には以前の傾

向をこ腐ることを示 しており,手術による--適性の心理的

効果である可能性が考えられる.

Napoleonは133名の形成外科患者を且奪半にわたっ

て追跡調査 L 手 術LTl満 星度甘A:観的二･}こ外科的成果什jt

ならず , 患 者の 性 格傾 向 に よって左右きれることを報告

してい る6)が 予 審 研究 の 患 者群においては,概ね満足

との 評 価 が 得 られ てお り , 手術結果を否認するほどの性

格 的 な 歪 み は 認 め られな かった.

対 照 群 で の 性 格 特級項目の変化は, 且回田と3回目の

間 に 認 め られ , ｢のんき勘 と ｢非客観性｣が低下 し,

｢遷二配 性 ｣ と ｢放 資的外商｣が堵方円を示 した.上述の変

化から,この時期の対照群は,子供っぽい物の見方から

脱 して.自己主張し社会的承認を得よ.-lと.する方向;･こ動

宅ことが示されているが‥艶者群ではきこのような動き

は明確をこぼとらえられなかった.

性格燦塾の変化をみると,患者群の手術前と手術後6

1JHL f-･術後Gi)flと手術後1年GI-)).F]Lr椙針こpL13/7jh')1)

の番が性格額塾の変化を示し,手術前と手術後 且年6カ

月の間では最終的に3分の且の者が性格類型の変化を添

していた,対照群でも性格横型の変化は約半数の藩を己認

八㌔2､-1かたが. 1｢i利コと2lr)117.1)lLTHlj/1二_')トー目す. 1回H

と3回目のいずれでも,その数はほをぎー麗していた.従っ

て,思春期においては,正常者で屯約半数の者に性格類

型の変化が認められるといえるが,患者群での変化の割

合が手術前十手術後6jJ札 手術後6ll)]十十手術後 1年

6カ月で対照群よりも高かったことを考えると,やはり

患者群では,手術を受けた影響をこよって変動が尭きくなっ

ているといえるだろう,

性格額塾の変化の内容をみるとず対照群ではA甑を榛

としてさまざまな額に変化していた帆 風者群では手術

前と手術後6カ月で変化した連名のうち,A輝からD額ナ

監察からD餅と2名がD額に変化しており,また鰻の2

名はE餅からA額,A蹄からC額であった.この患者静

の変化はチ主として外向傾向への変化と,変人型から平

均型への修正を示 しており,人格傾向からみると綴 じて

好ましい変化であるといえる.患者群の手術後6丸月か

ら手術後 五年6カ月での変化はタA額からの変化とA額

-の変化であり予この変化はA葉環を横として変動する対

照群LT)変化上板机していた.手術前上手術後 Iq=-6-吊J

での変化をみると,2名がA環からB探,C餅からD撃

と外向傾 向を有する額塾をこ変化していた.変化を示さな

か-･'たLl名は,手術前にA板,C額.lI頓であった者で

あり,このうちの3名は手術後6カ月の時点で髄の類型

かこ変化 したが要最終的には手術前の性格額塾をこ戻る傾向

を示した. したが一･,て､手術に【ト ､て,外向的な性格傾

向を獲得する者と,手術前の内向的な性格傾向に戻る者

の両者が存在するといえ,必ず しも手術をこよりで性格傾

向が外向的に変化寸′く上皇工断言 しにくい.

ま と め

漏斗胸形成術を受けた年齢が13歳であった男子患者6

名 を愚老群)にク手術甑 手術後6カ月,手術後 丑年6

カ月の計3回 YG性格梗塞をおこない精神的側面の変

化を調査した｡また,同年齢の健常な中学生男子 且29名

(対照群)をこ同様の期間をおいて3回のYG 性格検査を

施行t_,そハ継時的変化を調査した.両群を比較,分析

し 思春期患者の緒神的側面をこ漏斗胸形成術が単独で及

ぼした影響をこついて検討した.

そL'1結果.患苦群では手術前上手術後61]恥Tl時点に

おける ｢抑うつ性｣が対照群よ物私有意に低い傾向が認

められた.また,患者群は ｢思考的外向｣が手術後6カ

月で有意に上昇し,手術線 量率6カ月では再び有意に下

降 し.最終的にトト手術前よりも低い数値を示した.

手術前の患者群では対照群よりも内向型寄りの性格原

型を示したが,手術後 且年6カ月の時点では,愚者欝と

対照群の YG 性格検餐プロフィールや性格輝塾の分布

は非常に鰐似 した鮎のとなり,術後の精神発達が正常をこ

促進されることが示唆された .
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